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美しい自然環境づくり

こころのやすらぎ

二酸化炭素を吸収する

うつく しぜん かんきょう
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ごはん 牛肉 牛乳 植物油 野菜 果実 魚介類 

 

 1.5kg  150g  60g  

   

約50年前とくらべ、変化したことを見つけよう！

農林水産省ホームページ※カロリーベースの自給率

39 日本

56 スイス

72 イギリス

92 ドイツ

129 フランス
127 アメリカ
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さくつけ

なぜ、米（ごはん）を食べる量が
へってきているのだろう。
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田んぼにコウノトリが来ているようす
（撮影者 岡 治さん）
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西播磨地域を中心に、黒大豆は丹波地域、北播磨地域、

西播磨地域を中心に多く栽培されています。

　兵庫県では、普通大豆よりも黒大豆の方が多く生産

されています。特に「丹波黒」は粒が大きくて全国的に

有名です。

黒大

豆

　うるち米の次に生産量が多いのが酒米です。

　兵庫県には、神戸市灘区から西宮市にかけて、

灘五郷という昔から酒造りがさかんな地域があるた

め、酒米の栽培がさかんです。酒米の生産量は全国

一で、全国の約３割が作られています。

　特によい酒の原料となる「山田錦」は、北播磨地域

の三木市、小野市、加東市、加西市、西脇市、多可町

や神戸・阪神地域北部の神戸市北区、三田市、猪名

川町で作られて、全国に出荷されています。

　酒米は、ふだん食べているうるち米とはちがっ

て、心白という米の中心の白い部分が大きいこと

が特ちょうです。

北播磨地域と
神戸・阪神地域の

一部

左：酒米「山田錦」右：うるち米
（山田錦はつぶが大きく、まん中に白い部分がある）

コンバインによる麦の収穫

普通大豆 黒大豆の「丹波黒」



※1 普通大豆：主にしょうゆやみそ、とうふなどになるうすだいだい色の大豆
※2 黒大豆：主におせち料理の煮豆（にまめ）などになる黒色の大豆

（平成27年）

淡路地域のたまねぎが甘いの
は、良い土で秋から春まで長い
時間太陽の光をたくさんあびて
栽培され、自然の光でゆっくり
乾燥させるからなんだって。

きた はり ま

黒大

豆

トマト
6,640t
（3％）

だいこん
13,900t
（5％）

はくさい
20,000t
（7％）

レタス
30,600t
（11％）

たまねぎ
91,900t
（34％）

その他
79,934t
（29％）

生産量
272,774t

キャベツ
29,800t
（11％）
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生産量
10,551t

兵庫県のくだもの生産量（平成26年）

兵庫県のおもな切花の出荷量（平成25年）

カーネーション
3,730万本
（53％）

きく
1,260万本
（18％）

その他
1,990万本
（29％）

出荷量
6,980万本

びわ
170t
（2％）

うめ
196t
（2％）もも

338t
（3％）

くり
425t
（4％）

かき
1,170t
（11％）

いちじく
1,412t
（13％）

なし
1,633t
（16％）

みかん
2,300t
（22％）

ぶどう
2,793t
（26％）

その他
114t
（1％）

　但馬牛は、昔は田を耕し、物を運ぶために飼われていましたが、近年

は牛肉生産を目的に飼われるようになりました。

　但馬牛の肉は、赤身の中に白い脂肪が細かく入りこむ「霜降り」が特

ちょうで、すばらしい味と香りを持っています。

　特に質の高い肉は神戸牛、神戸ビーフと呼ばれ、海外に輸出もされ

ています。また、地域名を付けた「三田肉」、「加古川和牛」、「黒田庄

和牛」、「丹波篠山牛」、「淡路ビーフ」などの名前でも売られていま

す。また、但馬牛の子牛は、県内で飼われる以外に、一部は三重県の松

阪牛や滋賀県の近江牛など多くの高級牛肉のもとになっています。

　最近は山沿いに使われなくなった田や畑が増えていますが、このよ

うな土地に放牧して荒れ地になることを防ぐ取り組みも進んでいます。

　花作りでは、カーネーションが淡路市

を中心に、きくが南あわじ市や三木市を

中心に作られています。特に、カーネーシ

ョンなどの切り花やビオラなどの花だん

用のなえの出荷量は全国の中でも高い順

位です。

　兵庫県では、ぶどうが神戸市、三木市、加西市、なしが香美町、神戸市、いちじく

が神戸市、川西市、くりが猪名川町、篠山市、丹波市、宝塚市、びわとみかんが洲

本市、南あわじ市、淡路市、さらにももが加東市、川西市を中心につくられるな

ど、いろいろなくだものが作られています。

か とう

やま たん ば たからづか す

か か みさい

ばら

カーネーション

きく

チューリップ ビオラ

但馬牛のおす牛
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１ １

　豚は播磨地域などで飼われています。豚は150日ごとに

11頭ほどの子豚を産みます。子豚は生まれてから約180日

で出荷され、豚肉になります。

地で昔から飼われてきた種類のにわとりです。兵庫県では

「ひょうご味どり」という地鶏が飼われており、コクと歯ご

たえのあるお肉が特ちょうです。

　兵庫県のため池の数は約3万8千か所で、全国一の数があります。ため池は雨のふる量が少な

い瀬戸内海地方などで多く造られました。県内でも、特に南部に多く造られています。

　ため池の歴史はとても古く、記録に残っているものでは、今から1300年以上前の西暦675年

に造られたため池が最も古いとされています。その池は、今の天満大池（稲美町）のもととなっ

た岡大池と呼ばれるため池です。

　 ため池は田をうるおす水をためておくだけでなく、大雨のとき洪水がおこるのを防いだり、火事

や地震などの災害がおこったときの防火や生活のための水に役立ったりするなど、いろいろなはた

らきをしてくれる大切な宝物です。

牛乳工場のようすミルカーを使っての乳しぼり

ブロイラーの飼育のようす

採卵鶏の飼育のようす
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